
ぎょうむぶん

る。その身体障害の程度は船員法施行規則l第 7 号表に定める身 もの，あるいは支統であって本流とともに扱うことは， いたず

休障害等級表にも と づき ， 前述した障害補償の等級および額で， らに単位業務を復雑化すると見られるものは， べつに単位業務

一時金については括弧内の数に傑準報酬を乗じて得た額を， 年 を設定するのがよい。なお単位業務はこれを単位としてI時間研

金についてはほう給により算定する。 (4 ) 遺族手当 とは船員が 究を行うに適しない場合があって，この場合時間研究， 業務担

業主主により死亡したときに，紛只法施行規則に定める遺族に対 研究を行う こ とが可能であり，かつ適当である業務区分として

し，逃族補償と 同様標準報酬月綜136 箇月分の手当が支給される まとまり課業としづ区分段階を設けることがある。 まとまり課

ものである。障害手当を受けた者がその負傷または病疾が原因 業というのは， このような目的による判断をもって区分をもう

とな っ て死亡したときもまた悶繊の遺族手当が行われる。 けるべき，まとま った意義と形態 と を もっー迎の手順の談業群

業務災害の認定は， 個々別々に各事例について， 公平な判断 である。 まとまり 部長君臨をその手順の過程順序にしたがって併結

を確証のある幾多の資料に準拠してなす必要があ り ，その決定 したものが単位業務となる。 単位基準作業設定， 作業ダイヤ作

は判例となるべきものであるから，取扱に当っては最も侠震を 成などの業務金制査において作業単位とされる業務区分は， こ

裂する。 いったん業務上の負傷または疾病と総定されると，身 こにい うまとまり総業であって， まとまり需品撲を設定しない業

分 ・ 給与 ・ 待過・ 退職金などに相当な取扱がなされる ことにな 務においては単位業務である。またま と まり稼業を 1 つの奴業

る。(原図鑑逮) としな く てはならない場合もある。ここにいう 課業とは， 業務

ぎょうむぶんせき業務分析 を分担する場合， 各人が受持つことのできる放小区分である。

1 X主義 業務分類の分類体系は， 単位業務をもって単位区分とし， lji

職能分析と い っ てもよい。職能 (functionl と いうのは，事業 位業務をその属性によ っ て集絞配列して， 小わけ ・ 中わけ ・ 大

経営の諸職分遂行のために要求される行為である。業務分析ま わけの 3 段階をもうける。なおまとまり設業をもうけた場合は，

たは職iII~分析 というのは， 調査と研究によ って経営の職能的附 単位業務の下位段階として配列する。大わけ ・ 中わけの考え方

造を l別らかにし， 務職能の内容とそれに|刻iiliする袈素を明細に は，事 業務分類鋭機表の示すとおりであり ， 小わけは中わけの

決定するものである。 うちでさらにまとまりのある同質の単位業務を遡2主に集めて，

車l\: Êi:管E型の科学的合理化を本絡的に抜本的に追求するには， 単位業務を整理区分したものである という以外に基準はないロ

必ず業務分析からはじめな くてはな らない。 以上の分類段階の各区分の業務を例示すればっきーのとおりで

2 業務分析の手順 ある。

業主主分析の第 l の段階は業務分類であって， 金業務を洗い出

して単位業務を見出し，これを秩序立てて配列して業務分類を

作成する。第 2 の段階は， 事務の流れ図表(業務巡行図表)を

作成する。 すなわち単位業務ごとにしごとの手11闘を図表に展開

する 。 第 3 の段階は 事 業務基準訟の作成である。これによって

単位業務を構成する各製素が l!fJらかにされる。

3 業務分類

業務を分析して弁別される単位業務を確立し， これを分野lす

ることである。分農民というのは，単位業務をその共通の属性に

よ って組織的に積上げ配列することである。この場合分類の規

準(傑識)として，その単位業務が行われる係別，譲別という

ような規準によらないて・， 質的規準によって分類する。すなわ

ち業務分類は，組織とも人とも結びつけない本淑の姿として類

別されるのであ って，この点において特定の組織を観点とする

事務分掌とか， 特定の職務を観点とする職務分析などとは途っ

た分類て'ある。

業務分獄によ って ， 本源的に全体の業務七時進が l列らかになり ，

またその各区分項目は全体秩片，の中の業務科目とな って手11阪を

観祭したり ， 業務:li1:をもりこんだり，その他観察調査の単位区

分と なる。業務分類の JfJi企は前述のとお り ， 業務基準設作成に

いたる業務分析の第一の段階であるが，さ らに基準作業時間設

定の基礎として， 事務分挙制11 EJ 1'~JlËの基礎 として，文書分類制

定の基礎として，あるいは職務明細書制定の基礎としての資料

に用いることができる。これらの一連の言者用途にこたえて業務

分矧は， これら各制査の連絡の役割をも果たすものでありたい。

芸能務分類の区分単位は単位業務である。 単位業務とい うのは，

いまだ定説という べきものはないが， 国鉄では業務の発端から

結末までー述の談業群から成る系列業務であると考える。ただ

しその系列業務が他の経営部門にもわたって流れている ときは，

自経営部門内の課業群だけを単位業務 と 考える。また同じ昔ttれ

の系列業務であ っても ， そのうちに異質の業務が雑居していて，

業務分類の用途から考えてさ らに区分するのがよいと見られる

ぎのように下位分析することができるが， 事務の分析について

国鉄では， 特殊の湯合をのぞき課業以上の分析にとどめている。
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業務分類の統ーについては， 大わけ ・ 中わけの分類方法およ

び区分名称が現業話器闘についても ， 支社 ・ 鉄道管理局その他地

方後l測についても，また本社についても ， 共通のものに統一す

るために， 業務分類焼絡表をつくって これにしたがう こととし，

各部門につき縦の統一， 横の統ーをはかることとし，また庶務，

会計，調度の よ うな間接業務は各部門とも横に共通した業務で

あるから， これら共通業務は統一的分類方法および区分名称を

丹'J ~ 、 ることとして， 共通業務分類表をつくる 4こ ととし， 直接業

務についても同質共通業務は同様の取扱いをする。なお国鉄金

犠打平にわたって共通して，各経営部下L 大わけ ・ 中わけ ・ 小わ

け ・ 単位業務 ・ ま k まり需拡業に対してそれぞれの固有記号をさ

だめ，分類整恕番号とする。

分類は分類部門単位を決めることが前提となる。分類部門単

位は， 経営についておもな職務と:1':(任の所在をどこにおくべき

か，経営監査の対象単位を どこにお くべきかというようなこと

を見定めて決められ，現業後|却は各駅区を ， 地方際関は各部iを，

本社は各局を分類部門単位とするのが適当である。

国鉄の訳区にはどんな仕事があるか， 鉄道管理局各部にはど

んな仕事があるか， 本社各局にはどんな仕事があるか。このこ

と を明らかにして， それらの仕事を休系的に配列して分類して

おく。 これが業務分類である。業務分類をつくるのは容易では

ないので， これをつくらないで， みな思い思いに業務改善の研
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